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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ６ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 6 年 1 月 1 6 日 ( 2 0 2 4 . 1 . 1 6 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 2 - 1 3 9 6 0 9 ( P 2 0 2 2 - 1 3 9 6 0 9 A )
【 公 開 日 】 令 和 4 年 9 月 2 6 日 ( 2 0 2 2 . 9 . 2 6 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 2 - 1 7 6
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 1 - 4 0 0 8 0 ( P 2 0 2 1 - 4 0 0 8 0 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｂ ６ ５ Ｂ 1 / 3 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ６ ５ Ｂ 3 7 / 0 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｂ ６ ５ Ｂ 1 / 3 0 　 　 　 Ｂ 　 　 　
　 Ｂ ６ ５ Ｂ 3 7 / 0 8 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 1 月 5 日 ( 2 0 2 4 . 1 . 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 断 面 円 弧 状 の 溝 を 有 す る 散 薬 収 容 部 材 に 供 給 さ れ た 散 薬 を 掻 き 出 す 散 薬 掻 出 装 置 で あ っ  
て 、
　 回 転 駆 動 可 能 な 回 転 軸 と 、 前 記 回 転 軸 に よ り 回 転 し 、 外 周 が 前 記 溝 に 接 す る 回 転 板 と を  
備 え 、
　 前 記 回 転 板 に 掻 出 板 が 設 け ら れ た 散 薬 掻 出 装 置 に お い て 、
　 前 記 回 転 板 が 前 記 回 転 軸 に 対 し て 前 記 回 転 軸 の 半 径 方 向 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ て い る こ  
と を 特 徴 と す る 散 薬 掻 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 回 転 軸 と 前 記 回 転 板 と の 間 に 弾 性 部 材 が 設 け ら れ 、 前 記 弾 性 部 材 は 、 前 記 回 転 軸 の  
半 径 方 向 と は 異 な る 方 向 に 伸 縮 可 能 な コ イ ル ば ね か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記  
載 の 散 薬 掻 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 弾 性 部 材 は 、 前 記 回 転 軸 に 設 け ら れ た 軸 側 部 材 と 前 記 回 転 板 に 設 け ら れ た 板 側 部 材  
と の 間 に 設 け ら れ 、
　 前 記 軸 側 部 材 は 、 前 記 回 転 軸 に 固 定 さ れ た 駆 動 部 材 で あ り 、
　 前 記 板 側 部 材 は 、 前 記 回 転 板 が 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 取 付 基 板 と 、 前 記 取 付 基 板 に  
固 定 さ れ た 従 動 部 材 と か ら な り 、
　 前 記 駆 動 部 材 は 、 前 記 取 付 基 板 と 前 記 従 動 部 材 と の 間 に 設 け ら れ 、
　 前 記 弾 性 部 材 は 、 前 記 駆 動 部 材 と 前 記 従 動 部 材 と の 間 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す  
る 請 求 項 ２ に 記 載 の 散 薬 掻 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 回 転 軸 と 前 記 回 転 板 と の 間 に 弾 性 部 材 が 設 け ら れ 、 前 記 弾 性 部 材 は 、 前 記 回 転 軸 の  
半 径 方 向 に 伸 縮 可 能 な コ イ ル ば ね か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 散 薬 掻 出 装  
置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 弾 性 部 材 は 、 前 記 回 転 軸 に 設 け ら れ た 軸 側 部 材 と 前 記 回 転 板 に 設 け ら れ た 板 側 部 材  
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と の 間 に 設 け ら れ 、
　 前 記 軸 側 部 材 は 、 前 記 回 転 軸 に 固 定 さ れ た 第 １ 駆 動 部 材 と 、 前 記 第 １ 駆 動 部 材 に 固 定 さ  
れ た 環 状 の 第 ２ 駆 動 部 材 と か ら な り 、
　 前 記 板 側 部 材 は 、 前 記 回 転 板 が 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 取 付 基 板 と 、 前 記 取 付 基 板 に  
固 定 さ れ た 弾 性 部 材 受 け ブ ロ ッ ク と 、 前 記 取 付 基 板 に 固 定 さ れ た 環 状 の 従 動 部 材 と か ら な  
り 、
　 前 記 第 ２ 駆 動 部 材 は 、 前 記 取 付 基 板 と 前 記 従 動 部 材 と の 間 に 設 け ら れ 、
　 前 記 弾 性 部 材 は 、 前 記 第 ２ 駆 動 部 材 と 前 記 弾 性 部 材 受 け ブ ロ ッ ク と の 間 に 設 け ら れ て い  
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 散 薬 掻 出 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 回 転 軸 と 前 記 回 転 板 と の 間 に 弾 性 部 材 が 設 け ら れ 、 前 記 弾 性 部 材 は 、 前 記 軸 側 部 材  
の 外 周 面 と 、 前 記 板 側 部 材 の 内 周 面 と の 間 に 設 け ら れ た 環 状 の 弾 性 材 料 か ら な る こ と を 特  
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 散 薬 掻 出 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 弾 性 部 材 は 、 前 記 回 転 軸 に 設 け ら れ た 軸 側 部 材 と 前 記 回 転 板 に 設 け ら れ た 板 側 部 材  
と の 間 に 設 け ら れ 、
　 前 記 軸 側 部 材 は 、 前 記 回 転 軸 に 固 定 さ れ た 第 １ 駆 動 部 材 と 、 前 記 第 １ 駆 動 部 材 に 固 定 さ  
れ た 環 状 の 第 ２ 駆 動 部 材 と か ら な り 、
　 前 記 板 側 部 材 は 、 前 記 回 転 板 が 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 取 付 基 板 と 、 前 記 取 付 基 板 に  
固 定 さ れ た 環 状 の 従 動 部 材 と か ら な り 、
　 前 記 第 ２ 駆 動 部 材 は 、 前 記 取 付 基 板 と 前 記 従 動 部 材 と の 間 に 設 け ら れ 、
　 前 記 弾 性 部 材 は 、 前 記 第 ２ 駆 動 部 材 に 形 成 さ れ た 環 状 突 部 の 外 周 面 と 前 記 従 動 部 材 の 内  
周 面 と の 間 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 散 薬 掻 出 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 軸 側 部 材 と 前 記 板 側 部 材 は 軸 方 向 に 移 動 不 能 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請  
求 項 １ か ら ７ の い ず れ か に 記 載 の 散 薬 掻 出 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か に 記 載 の 散 薬 掻 出 装 置 を 備 え た 散 薬 包 装 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 、 本 発 明 の 散 薬 掻 出 装 置 は 、
　 断 面 円 弧 状 の 溝 を 有 す る 散 薬 収 容 部 材 に 供 給 さ れ た 散 薬 を 掻 き 出 す 散 薬 掻 出 装 置 で あ っ  
て 、
　 回 転 駆 動 可 能 な 回 転 軸 と 、 前 記 回 転 軸 に よ り 回 転 し 、 外 周 が 前 記 溝 に 接 す る 回 転 板 と を  
備 え 、
　 前 記 回 転 板 に 掻 出 板 が 設 け ら れ た 散 薬 掻 出 装 置 に お い て 、
　 前 記 回 転 板 が 前 記 回 転 軸 に 対 し て 前 記 回 転 軸 の 半 径 方 向 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ て い る こ  
と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 手 段 で は 、 回 転 板 が 回 転 軸 に 対 し て 回 転 軸 の 半 径 方 向 に 移 動 可 能 で あ る の で 、 散 薬  
掻 出 部 材 の 回 転 軸 の 軸 芯 と 散 薬 収 容 部 材 の 溝 の 曲 率 中 心 と が 一 致 し て い な く て も 、 回 転 板  
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の 外 周 部 が 溝 の 内 面 に 沿 っ て 回 転 す る 際 に 、 回 転 板 が 回 転 軸 に 対 し て 半 径 方 向 に 移 動 し て  
、 散 薬 掻 出 部 材 の 回 転 軸 の 軸 芯 が 散 薬 収 容 部 材 の 溝 の 曲 率 中 心 に 自 動 的 に 調 心 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 回 転 板 が 回 転 軸 に 対 し て 回 転 軸 の 半 径 方 向 に 移 動 可 能 で あ る の で 、 散  
薬 掻 出 部 材 の 回 転 軸 の 軸 芯 と 散 薬 収 容 部 材 の 溝 の 曲 率 中 心 と が 一 致 し て い な く て も 、 回 転  
板 の 外 周 部 が 溝 の 内 面 に 沿 っ て 回 転 す る 際 に 、 回 転 板 が 回 転 軸 に 対 し て 半 径 方 向 に 移 動 し  
て 、 散 薬 掻 出 部 材 の 回 転 軸 の 軸 芯 が 散 薬 収 容 部 材 の 溝 の 曲 率 中 心 に 自 動 的 に 調 心 さ れ る 。
　 こ の た め 、 散 薬 収 容 部 材 の 溝 と 散 薬 掻 出 部 材 の 芯 合 わ せ 作 業 を 簡 素 化 す る こ と が で き る  
。 ま た 、 回 転 軸 の 軸 芯 と 散 薬 収 容 部 材 の 溝 の 曲 率 中 心 と が 多 少 一 致 し て い な く て も 、 回 転  
板 や 溝 の 摩 耗 が 少 な く な り 、 作 業 者 は 細 か い 作 業 か ら 解 放 さ れ 、 精 神 的 負 担 が 軽 く な る 。  
さ ら に 、 回 転 軸 と 散 薬 収 容 部 材 の 位 置 決 め を 厳 密 に 行 わ な く て よ い の で 、 芯 合 わ せ 作 業 が  
短 時 間 で 行 え る 等 の 効 果 を 有 し て い る 。
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